
＼

謹
啓
　
時

下
益

々
御
清
栄

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

去

る
五
月
八
日
、

藤
沢
秀
行
名
誉
棋
聖
が
享
年
八
十

三
歳

で
ご
逝
去
な
さ

い
ま
し
た
。

戦
後

日
本

の
囲
碁
史
上
屈
指

の
名
棋
士

で
あ

っ
た
だ
け

で
な
く
、

ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
生
き

方
、

病
魔

と

の
果
敢
な
闘

い
ぶ
り
は
、

多
く

の
人
々
に
励
ま
し
と
夢
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

秀
行
先
生

の
碁

へ
の
情
熱

は
国
境
を
越
え
、

若
手
育
成

に
惜
し
み
な

い
力
を
注
ぎ
、

幾
多

の
棋

士
を
世

に
送
り
出
し
ま
し
た
。

碁

は
芸

で
あ
る
、

人
間
を
磨

か
な
く

て
ど
う
す
る
、

と

い
う
叱
咤
激
励
が
懐

か
し
く
、

大
き

な
喪
失
感

に
見
舞
わ
れ
ず

に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
心
を
ど
う
や

っ
て
生

か
し
て
い
く
か
、

我
々
の
課
題
と

い
え
ま
す
。

秀
行
先
生

へ
の
感
謝
を

こ
め

て
、

追
悼

の
会
を
催
し
ま
す
。

碁
石
を
献

じ
る
献
石
で
静
か
に

ご
冥
福
を
祈

る
と
と
も
に
、

賑
や
か
に
集
う

こ
と
が
大
好
き
だ

っ
た
先
生
を
偲
び
惜
別

の
宴
を

開
催
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

大

い
に
飲
ん
で
思

い
出
を
語
り
、

追
悼
連
碁
を
打
ち
、

楽
し

く
過
ご

し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
藤
沢
秀
行
名
誉
棋
聖

の
功
績
、

信
念
、

情
熱
を
後
世

に
伝

え
る
べ
く
、　

一
周
忌
に
は
先
生

の
書
を
刻
ん
だ
記
念
碑
を
建
立

い
た
し
ま
す
。

皆
様

に
は
ご
多
忙
中
恐
縮

で
す
が
、

ぜ

ひ
ご
臨
席
賜
り
た
く
御
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。謹

白

平
成
二
十

一
年
六
月
二
十
九
日

「藤
沢
秀
行
名
誉
棋
聖
を
偲
ぶ
会
」
実
行
委
員
会
　
△〓
　
　
　
長

工四

Ｆｌｒ
円
　
　
音
和

実
行
委
員
長

・天
竹
巾　
一央
雄
叫



「藤
沢
秀
行
名
誉
棋
聖
を
偲
ぶ
会
」
実
行
委
員
会

△
〓
　
　
庫更

実
行
委
員
長

実
行
委
員

内
山
　
斉

大
竹
英
雄

秋
山
取
太
郎

朝
比
奈
豊

石
川
　
聴

石
田
芳
夫

稲
棄
大
和

今
井
　
敬

今
村
俊
也

江
田
五
月

老
川
祥

一

岡
部
敬

一
郎

小
沢

一
郎

清
成
哲
也

清
原
武
彦

工
藤
紀
夫

倉
橋
正
行

河
野
洋
平

小
林
光

一

小
林
千
寿

坂
井
秀
至

塩
川
正
十
郎

常
　
異

杉
田
亮
毅

曹
　
薫
鉱

平
良
辰
夫

高
尾
紳
路

高
梨
利
男

滝
　
久
雄

武
宮
正
樹

多
田
昭
重

張
　
初

趙
　
治
勲

寺
田
　
農

羽
根
直
樹

福
田
泰
弘

単刺
　
哲
夫

前
田
又
兵
衛

三
村
智
保

宮
本
直
毅

三
好

徹

森
田
道
博

柳
田
泰
山

山
下
敬
吾

山
本
正
和

結
城
　
聡

与
謝
野
馨

吉
国

一郎

依
田
紀
基

米
長
邦
雄

劉
　
思
明

林
　
海
峰

渡
部
恒
三

（五
十
音
順
）



記

藤
沢
秀
行
名
誉
棋
聖
を
偲
ぶ
会

日
　
時
　
平
成
二
十

一
年
七
月
二
十
四
日

（金
）

午
後
五
時
十
五
分
　
受
付
開
始

受
付
後
に
遺
影
の
間
で
献
石
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

午
後
六
時
よ
り
　
　
惜
別
の
宴

（立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
）

△
【
　

場

　
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
　
芙
蓉

の
間

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
四
―
一　
電
話
　
〇
三
―
三
二
六
五
―

一
一
一
一

△
式
　

費

　

一
万
円

※
当
日
は
平
服
に
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

勝
手
な
が
ら
ご
供
花
、

お
供
物
、

ご
厚
志
等
に
つ
い
て
は
堅
く
ご
辞
退
申

し
上
げ
ま
す
。

※
献
石
の
み
ご
参
列
も
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

午
後
四
時
か
ら
五
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
費
は
不
要
で
す
。

（惜
別
の
宴
に
ご
臨
席
い
た
だ
く
方
は
、

午
後
五
時
十
五
分
か
ら
の
受
付
後
に
献
石
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

）

尚
、

お
手
数
で
す
が
出
欠
の
お
返
事
を
同
封
の
実
書
に
て
ご
返
信
下
さ
い
。


